
 

 

新医学系指針対応「情報公開文書」改訂フォーム      複数施設研究用 

研究課題: 

「白内障手術および人工レンズ逢着術/強膜固定術の統計分析」 

に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2005 年 4月 1日から 2016 年 3月 31 日の期間に、白内障手術、人工レンズのトラブルに

起因する手術を受けられた方。 

 

２．研究目的・方法 

日本人の平均寿命の延長と白内障手術を受ける患者の若年齢化に伴い、白内障手術を

施行されてからの余命が延長してきていると考えられる。またそれに伴い、眼内に挿入され

た人工レンズに関連する手術症例が増加傾向であると推測される。そこで今回、名古屋大学

及び関連眼科病院 2箇所の合計 3箇所における、白内障手術症例数の変化および既に挿入さ

れた人工レンズのトラブルに起因する手術症例数の変化やその原因について後向きに検討

する。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

カルテより、2005 年 4月 1 日から 2016 年 3月 31 日の期間に行われた全白内障手術症

例と人工レンズのトラブルに起因する症例（人工レンズ落下・人工レンズ偏位・人工レン

ズ脱臼）に対して、その原因・患者の最終視力、性別、年齢、視力、視野、屈折、角膜曲

率半径、角膜厚、眼軸長、眼底所見、光干渉断層計、眼底写真、蛍光眼底造影、補償光学

眼底撮影、細隙灯顕微鏡検査、電気生理学検査、レーザーフレアセル、罹病期間、現病歴、

既往歴、家族歴、身長、体重、使用薬剤、採血検査・尿検査・心電図、手術記録などのデ

ータを取り出して表にまとめ、年ごとの症例数の変化や主な原因の変化について検討する。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

当施設から外部への試料・情報提供はありません。共同研究施設から試料・情報の提

供を受け、当施設でデータ収集して分析します。共同研究施設から当施設に試料・情報提

供する際に、すでに個人を特定する情報は消去されています。 

 

５．研究組織 

共同研究機関     

眼科三宅病院 

(〒462-0825 愛知県名古屋市 北区大曽根 3-14-20) 

責任者： 浅見 哲 



 

 

眼科杉田病院 

(〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄５丁目１−３０) 

責任者： 杉田 糾 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 

TEL052-741-2111（代表） 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院眼科 兼子 裕規 

 

 


